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質問: 1
午後 10時 42分にユーザーが誤ってデータベース内のテーブルを削除してしまい、NDB管理者が
そのテーブルを復元する任務を負います。

スナップショットスケジュールは 30分ごとに設定され、ログキャッチアップは 15分ごとに設定
されます。

利用可能な最後のスナップショットは午後 10時 30分です。
最小限のデータ損失でテーブルを復元するための最適なパスは何ですか?
A.午後 10時 42分のスナップショットを復元します。
B.午後 10時 41分までの時点を使用して復元します。
C.午後 10時 42分までの時点を使用して復元します。
D.午後 10:30のスナップショットを復元します。
正解: C (コメントを発表する)
データ損失を最小限に抑えてテーブルを復元する最適な方法は、NDBのポイントインタイムリス
トア機能を使用することです。この機能により、管理者は利用可能なスナップショットとログに

基づいて、データベースを特定の時点に復元できます。午後10時42分までのポイントインタイム
リストアを使用することで、管理者はユーザーがテーブルを削除する直前の状態にテーブルを復

旧し、データ損失を最小限に抑えることができます。他の方法は、古いスナップショットを復元す

ることになるためデータ損失が増加する可能性があり、存在しないスナップショットを復元する

ことになるため、最適ではありません。これは不可能です。

質問: 2
Eraでネットワークプロファイルを作成するには何が必要ですか?
A.ネットワークには静的 IPアドレスが含まれている必要があります。
B.ネットワークを Eraに追加する必要があります。
C.ネットワークは Eraによって管理される必要があります。
D.ネットワークは IPアドレス管理を提供する必要があります。
正解: (正解を表示します)
Nutanix Database Automation (NCP-DB)の学習ドキュメントによると、Eraでネットワークプロ
ファイルを作成するには、ネットワークを Eraに追加する必要があります。これは、データベース
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を効率的に管理するために、Eraがネットワークを制御する必要があるためです。ネットワークを
Eraに追加すると、新しいデータベースのプロビジョニング、既存のデータベースの管理など、さ
まざまな操作に使用できるようになります。

質問: 3
新しい管理者は、CLl経由で NDB GUIパスワードを変更するタスクを負います。
このタスクを実行するにはどのコマンドを使用しますか?
A. sudoパスワード era
B. sudoユーザー名管理者パスワード
C. era-server >ユーザー名管理者パスワード
D. era-server >セキュリティパスワードのリセット
正解: (正解を表示します)
CLI経由でNDB GUIパスワードを変更するには、管理者はera-server > security password resetコ
マンドを使用する必要があります。このコマンドはNDBサーバー（CLIではera-serverと呼ばれま
す）と連携し、GUI管理者ユーザーのパスワードをリセットします。このプロセスでは通常、新しい
パスワードの入力と確認が求められるため、安全なパスワード管理が確保されます。これは、NDB
におけるCLIベースのパスワード変更でサポートされている方法です。

質問: 4
管理者は SQLデータベースクローンの削除を開始しましたが、すぐに失敗することに気付きま
した。

この失敗の原因は何でしょうか?
A.更新操作が進行中です。
B.クローンには不変のマークが付けられています。
C.操作前にデータベースがオフラインとしてマークされていませんでした。
D.データベースデータドライブは他のアプリケーションと共有されます。
正解: (正解を表示します)
NDBでSQLデータベースクローンの削除がすぐに失敗する場合は、クローンが不変としてマーク
されている可能性が最も高いです。不変クローンは、偶発的なデータ損失を防ぐために削除から

保護されており、多くの場合、重要な開発環境やテスト環境で設定されています。削除を続行する

には、管理者が（NDB GUIまたはCLIなどを使用して）この保護を明示的に解除する必要がありま
す。

質問: 5
Eraがパッチを当てる Oracleソフトウェアコンポーネントはどれですか (2つ選択してくださ
い)。
A.グリッドホーム
B. Oracleホーム
C.アプリケーションホーム
D.ユーザーホーム
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正解: A,B (コメントを発表する)
Nutanix Database Automation (NCP-DB)の学習資料によると、Eraはデータベース構成の拡散を
防ぐために、データベースへの帯域外パッチ適用機能を提供します。Eraがパッチ適用する 2つの
Oracleソフトウェアコンポーネントは次のとおりです。
グリッドホームとOracleホーム
これらのコンポーネントはOracleデータベースの運用に不可欠であり、最新の状態を維持するこ
とでデータセキュリティを確保し、重要なデータベース更新の効率的な検証を実現します。詳細

については、Nutanixの公式ドキュメントおよびトレーニング資料をご覧ください。

質問: 6
NDBアップグレード中に最初にアップグレードされる NDB HAコントロールプレーン VMはど
れですか?
A. NDBサーバー
B.リーダーNDB APIサーバー
C.リーダーHAProxy
D. NDBエージェントVM
正解: (正解を表示します)
NDBのアップグレード中は、安定性とHAを維持するために、特定の順序でアップグレードプロセ
スが実行されます。リーダーNDB APIサーバーが最初にアップグレードされます。このサーバー
はAPIリクエストを調整し、コントロールプレーンの稼働状態を維持します。リーダーサーバーを
最初にアップグレードすることで、後続のコンポーネント（他のAPIサーバー、HAProxyなど）が
リーダーサーバーの役割に依存するため、中断を最小限に抑えることができます。リーダーサー

バーのアップグレードが完了すると、残りのNDB HAコントロールプレーンVM（フォロワーAPI
サーバー、HAProxyなど）が順番にアップグレードされます。

質問: 7
データベースサーバー VMを NDBに登録する前に、管理者は必要なすべてのソフトウェアと構
成の依存関係を確認するために何を使用する必要がありますか?
A.最小公倍数
B.ソフトウェアのアップグレード
C.前提条件スクリプト
D. NCC
正解: C (コメントを発表する)
データベースサーバーVMをNDBに登録する前に、管理者は必要なソフトウェア（例：データベー
スエンジン、OSの依存関係）と構成設定（例：Windowsの場合はWinRM、Linuxの場合はSSH）がす
べて揃っていることを確認する必要があります。NDBには前提条件スクリプトが用意されており、
これをターゲットVMで実行することでこれらの依存関係を自動的にチェックできます。このスク
リプトは互換性と準備状況を確認し、登録エラーを削減します。

質問: 8
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管理者はSQL Serverの累積更新プログラム（CU）を展開する必要があります。NDBを使用してこ
の展開を準備するには、どのような手順が必要ですか？

A.プロファイル VMにパッチを適用し、既存のソフトウェアプロファイルを削除して、プロファ
イル VMをソースとして使用して新しいソフトウェアプロファイルを作成します。
B. CU実行可能ファイルを使用して新しいソフトウェアプロファイルバージョンを作成し、その
バージョンを公開します。

C.プロファイル VMにパッチを適用し、プロファイル VMをソースとして使用して新しいソフト
ウェアプロファイルバージョンを作成します。

D. CU実行可能ファイルを使用して新しいソフトウェアプロファイルを作成し、そのプロファイ
ルを公開します。

正解: (正解を表示します)
正解はCです。これは、NDB内のSQL ServerソフトウェアプロファイルにCUを適用するための推
奨手順に従っているためです。プロファイルVMにパッチを適用することで、管理者はCUが既存の
ソフトウェアプロファイルの設定および構成と互換性があることを確認できます。新しいソフト

ウェアプロファイルバージョンを作成することで、管理者はロールバックのために以前のバー

ジョンのソフトウェアプロファイルを保存し、新しいバージョンをテストして公開できるように

します。

オプションAは不正解です。既存のソフトウェアプロファイルを削除するため、データ損失が発生
し、ロールバックができなくなる可能性があります。オプションBは不正解です。プロファイルVM
にパッチを適用しないため、ソフトウェアプロファイルにエラーや不整合が生じる可能性があり

ます。オプションDは不正解です。新しいバージョンではなく、新しいソフトウェアプロファイル
を作成するため、混乱や重複が生じる可能性があります。

質問: 9
管理者はデータベースのトランザクションログを取得する必要があります。NDBはこの要件を満
たすためにどのTime Machine操作を使用しますか？
A.先行書き込みログ
B.ログフラッシュ
C.ログキャッチアップ
D.スナップショット
正解: (正解を表示します)
NDBでデータベースのトランザクションログをキャプチャするには、Time Machineのログキャッ
チアップ処理を使用します。ログキャッチアップは、トランザクションログ（PostgreSQL
WAL、SQL Serverログなど）を取得してスナップショットに適用することで、データベースを特定
の時点に復元できるようにします。

この操作は、ログデータを組み込むことでスナップショット間のギャップを埋め、継続的なリカ

バリチェーンを維持します。

質問: 10
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データベース作成時にデータベースプロファイルを使用する主な目的は何ですか?
A.バックアップの保存場所を定義する
B.標準化された構成セットをデータベースインスタンスに適用する
C.データベースパッチバンドルを管理する
D.容量予測レポートを生成する
正解: (正解を表示します)
データベースプロファイルは、CPU/メモリ、ストレージレイアウト、DBパラメータなどの再利
用可能な設定を定義し、一貫性のある予測可能な展開を保証します。

質問: 11
ソフトウェアプロファイルはどのように作成されますか?
A. Ere IJIで、[Profiles Software]を選択し、テンプレート VMを選択します。
B. Ere IJIでプロファイルソフトウェアを選択し、データベースエンジン、OSバージョン、データ
ベースバージョンを選択します。

C.登録済みのデータベースサーバー VMからソフトウェアプロファイルを作成します。
D. Eraが提供するソフトウェアプロファイルを複製し、必要に応じて変更します。
正解: (正解を表示します)
Nutanix Database Automation (NCP-DB)は、環境に合わせてカスタマイズされた事前定義プロ
ファイルを使用して、データベースのプロビジョニングを簡素化します。OSとデータベースエン
ジンのテンプレートであるソフトウェアプロファイルを使用することで、ソフトウェアバージョ

ンの一貫性を維持できます。その後、追加のプロファイルを使用してデプロイメントをカスタマ

イズできます。

質問: 12
管理者は、Nutanix NDB環境での OSとデータベースのパッチ適用を担当しています。
管理者はこれらのアクティビティを自動化したいと考えています。

このタスクを実行するために管理者は何を構成する必要がありますか?
A.アクセス制御
B.パルス
C.メンテナンスウィンドウ
D. SMTPサーバー
正解: (正解を表示します)
Nutanix NDB環境でOSとデータベースのパッチ適用を自動化するには、管理者はメンテナンス
ウィンドウを設定する必要があります。NDBのメンテナンスウィンドウを使用すると、管理者は
指定した期間内に自動パッチ適用タスク（OSアップデートやデータベースソフトウェアアップ
デートなど）をスケジュール設定できるため、本番環境ワークロードへの影響を最小限に抑えるこ

とができます。この機能はソフトウェアプロファイルと統合されており、定期的またはオンデマ

ンドで実行するように設定できるため、環境全体にわたってパッチが効率的かつ一貫して適用さ

れます。
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質問: 13
管理者は、QAやテスト/開発など、異なる用途向けに、同一のソースデータベースから複数のデー
タベースクローンをプロビジョニングする必要があります。リソース不足を回避するため、管理

者は部門ごとにVMリソースを差別化したいと考えています。このタスクを最も効率的に実現する
方法は何でしょうか？

A.複数のコンピューティングプロファイルを作成します。
B. NCM Self Serviceを活用してデータベースクローンを展開します。
C.各部門ごとに VMテンプレートを使用します。
D.リリース時にデータベース VMのサイズを変更するためのプレイブックを生成します。
正解: (正解を表示します)
管理者は、同じソースデータベースから複数のデータベースクローンを異なる目的（例：QAとテス
ト/開発）でプロビジョニングする必要があります。同時に、部門ごとにVMリソースを差別化する
ことでリソース不足を回避します。これを実現する最も効率的な方法は、NDBで複数のコン
ピューティングプロファイルを作成することです。コンピューティングプロファイルは、VMの
CPU、メモリ、その他のリソース割り当てを定義するため、管理者はリソース制限を調整（例：QA
にはリソースを多く、開発にはリソースを少なく）し、クローンのプロビジョニング時に適用でき

ます。このアプローチはNDBに組み込まれており、手動調整なしで一貫したリソース管理を実現
します。

質問: 14
管理者は、月末に削除されるようにスケジュールされたデータベースクローンを作成しました。

クローンをさらに14日間保持するというリクエストを受け取りました。希望するクローンを選択
した後、管理者はこのタスクをどのように満たすべきでしょうか？

A.削除スケジュールを希望の日付に更新します。
B.削除スケジュールを月末に更新します。
C.削除スケジュールを削除し、必要な削除スケジュールを追加します。
D. [更新]を選択し、削除スケジュールを変更します。
正解: (正解を表示します)
削除スケジュールは、Nutanix Eraの機能で、データベースクローンをいつ自動的に削除するかを
指定できます。既存のクローンの削除スケジュールを変更するには、「クローン」ページでクロー

ンを選択し、「更新」ボタンをクリックして、「削除スケジュール」オプションを希望の日付に変更

します。これにより、必要に応じてクローンの有効期限を延長または短縮できます。既存の削除ス

ケジュールを削除して新しいスケジュールを追加する必要はありません。これは不要な手順で

す。また、月末に削除スケジュールを更新する必要はありません。これは、クローンを14日間追加
保持するという要求を満たさないためです。

質問: 15
iSCSI接続を容易にするために、NDBサーバーとコントローラ VM間でどのポートを開く必要が
ありますか?
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A. 22と9440
B. 80と443
C. 3205と 3260
D. 5985と 5986
正解: C (コメントを発表する)
Nutanix Database Automation (NCP-DB)コースによると、NDBサーバーとコントローラ VM間
の iSCSI接続にはポート 3205と 3260が必要です。ポート 3205は NDB iSCSIイニシエータ
サービスに使用され、iSCSIセッションを開始してコントローラ VMに SCSIコマンドを送信し
ます。ポート 3260は iSCSIターゲットサービスに使用され、受信 iSCSI要求をリッスンし、コン
トローラ VM上のストレージデバイスへのアクセスを提供します。その他のオプションは iSCSI
接続とは関係ありません。ポート 22は SSH、ポート 9440は Prism Central、ポート 80は
HTTP、ポート 443は HTTPS、ポート 5985はWinRM HTTP、ポート 5986はWinRM HTTPSに
使用されます。

質問: 16
NDB内の異なるチームまたはプロジェクト間でリソースを分離し、アクセスを制限するには、何
を使用すればよいですか?
A.ソフトウェアプロファイル
B.ロールベースのアクセス制御 (RBAC)を備えたプロジェクト
C.コンピューティングプロファイル
D.ネットワークポリシー
正解: B (コメントを発表する)
Prism Central Projectsと RBACを組み合わせることで、NDB環境で適切なマルチテナント分離
とアクセス制御が可能になります。

有効的なNCP-DB-6.10問題集はJPNTest.com提供され、NCP-DB-6.10試験に合格することに役
に立ちます！JPNTest.comは今最新NCP-DB-6.10試験問題集を提供します。JPNTest.com
NCP-DB-6.10試験問題集はもう更新されました。ここでNCP-DB-6.10問題集のテストエンジン
を手に入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/NCP-DB-6.10-mondaishu

「267問、３０％ディスカウント、特別な割引コード: JPNshiken」

質問: 17
添付資料を参照してください。管理者がNDBインスタンスのマルチクラスタ設定を有効化しまし
たが、添付資料にあるようにウィザードにVLANが表示されません。ドロップダウンボックスで
VLANを選択できるのはどの設定ですか？
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A.最初にネットワークプロファイルを作成する必要があります。
B.サブネットが高度なネットワーク制御を活用しているかどうかを確認します。
C. IPアドレスプールは NDBで管理する必要があります。
D. VLANサブネットは IPアドレス管理を使用する必要があります。
正解: (正解を表示します)
提供されている図は、NDBの「マルチクラスタの有効化」構成ウィザードを示しています。この

ウィザードでは、VLANドロップダウンが空で「何も見つかりません」というメッセージが表示さ

れており、選択可能なVLANがないことを示しています。この問題は、NDBではNDBエージェント
VMをプロビジョニングしてマルチクラスタサポートを有効にする前に、ネットワークプロファイ
ルを作成する必要があるために発生します。ネットワークプロファイルは、NDBが管理する静的
VLANを定義します。これは、マルチクラスタ設定時のネットワーク構成に不可欠です。図の警告
（「NDBエージェントVMをプロビジョニングするには、NDB管理の静的VLANが必要です。続行す

るには、[ネットワーク]ページを使用してNDB管理の静的VLANを追加してください。」）は、管理者

が[ネットワーク]ページでネットワークプロファイルを作成し、VLANドロップダウンに値を設定
する必要があることを示しています。

質問: 18
NDBの Patch OS now機能を使用する場合、管理者はどのようにして更新を Red Hatベースのオ
ペレーティングシステムのセキュリティ更新のみに制限すればよいでしょうか?
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A.データベース VMをカスタムパッチリポジトリにポイントし、yum update --securityコマン
ドを入力します。

B.詳細オプションをチェックし、事後コマンドの下で、オペレーティングシステムパッチ適用前
のコマンドウィンドウに yum update securityと入力します。
C.「今すぐ OSをパッチ」機能を使用する前に、データベース VMをカスタムパッチリポジトリ

にポイントします。

D.詳細オプションをチェックし、カスタムコマンドの下で、オペレーティングシステムパッチ
適用コマンドウィンドウに yum update --securityと入力します。
正解: (正解を表示します)
NDBの「今すぐOSにパッチを適用」機能を使用してRed Hatベースのオペレーティングシステムに

アップデートを適用する場合、管理者は詳細オプションを活用することで、アップデートをセ

キュリティパッチのみに限定できます。オペレーティングシステムのパッチ適用コマンドウィン

ドウの「カスタムコマンド」セクションで「yum update --security」と入力すると、パッケージマ

ネージャーはセキュリティ関連のアップデートのみをインストールします。これにより、利用可

能なすべてのアップデートを適用することでシステムの安定性が損なわれることなく、システム

のセキュリティが確保されます。

質問: 19
管理者は、最も効率的な手段を使用して Linux OSのカーネルパッチを除外するにはどうすれば
よいでしょうか?
A. Patch Nowの詳細オプションでリポジトリを無効にするための事前スクリプトを定義します。
B.パッチ適用前に VM上の適切なリポジトリを除外します。
C. VM上の適切なリポジトリを除外し、パッチ適用前に再起動します。
D.メンテナンスウィンドウの詳細オプションでリポジトリを無効にする事前スクリプトを定義
します。

正解: (正解を表示します)
NDBは、データベースサーバーVMへのLinux OSパッチ適用をサポートしています。Linux OSパッ
チ適用は、Linuxディストリビューションに応じて、yumまたはaptパッケージマネージャーを使用
して実行されます。Linux OSのカーネルパッチを除外するには、管理者はパッチ適用前にVM上の
適切なリポジトリを無効化または除外することができます。これは、yum.confまたはapt.confファ
イルを編集するか、yumまたはaptコマンドで--disablerepoまたは--excludeオプションを使用する
ことで実行できます。これにより、管理者は他のVMに影響を与えたり、追加のスクリプトや再起
動を必要としたりすることなく、VMに適用するパッチを制御できます。

質問: 20
Eraを使用して Oracleデータベースをアップグレードする場合、アップグレードカテゴリのタ
イプは何ですか?
A.インプレースアップグレード
B.アウトオブプレースアップグレード
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C.破壊的なアップグレード破壊
D.中断のないアップグレード
正解: (正解を表示します)
Eraを使用してOracleデータベースをアップグレードする場合、アップグレードの種類は「インプ

レース・アップグレード」です。この方法では、既存のデータベースと同じOracleホーム内でデータ

ベース・ソフトウェアをアップグレードします。AutoUpgradeユーティリティは、アップグレード

開始前、アップグレードのデプロイメント中、そしてアップグレード後のチェックと構成の移行

中に、アップグレードプロセスを自動化するために使用されます。この方法は、そのシンプルさと

効率性から推奨されています。

質問: 21
Eraでは、どのコンポーネントを使用して、カスタムメタデータをエンティティ (クローン、タイ
ムマシン、データベース、データベースサーバー)に割り当てることができますか?
A.タグ
B.注釈
C.テキスト
D.インデックス
正解: (正解を表示します)
Nutanix Eraでは、タグを使用してエンティティ（クローン、タイムマシン、データベース、データ
ベースサーバー）にカスタムメタデータを割り当てることができます。タグはNutanix Eraのコン
ポーネントであり、ユーザーはタグを使用して様々なエンティティにカスタムメタデータを割り

当てることができます。これにより、Eraプラットフォーム内でこれらのエンティティを整理、検
索、管理する機能が強化されます。

質問: 22
NDBマルチクラスターにおけるデータアクセス管理ポリシーの目的は何ですか?
A.複数のNutanixクラスタをNDBに登録する
B.単一のNutanixクラスタでスナップショット操作を実行する
C. NDBに登録されているすべてのNutanixクラスタ間でタイムマシンデータの可用性を管理する
D. NDBに登録されているすべてのNutanixクラスタ間でタイムマシンのデータアクセスを削除し
ます。

正解: (正解を表示します)
データアクセス管理 (DAM)ポリシーは、NDBマルチクラスタの機能であり、異なる Nutanixク
ラスタ間でタイムマシンデータへのアクセスと可用性を制御できます。DAMポリシーを使用し
て、ソースデータベースのタイムマシンデータにアクセスできるクラスタと、バックアップまた

は災害復旧の目的でタイムマシンデータを複製できるクラスタを指定できます。DAMポリシー
は、ストレージとネットワークリソースを最適化し、データベースワークロードのセキュリティ

とコンプライアンスを確保するのに役立ちます。DAMポリシーの目的は、NDBに複数の Nutanix
クラスタを登録しないことです。これは、NDB設定ページの [クラスタの追加]オプションを使用
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して行います。また、DAMポリシーの目的は、単一の Nutanixクラスタでスナップショット操作
を実行しないことです。これは、NDBダッシュボードのタイムマシン機能を使用して行います。
さらに、DAMポリシーの目的は、NDBに登録されているすべての Nutanixクラスタ間でタイム
マシンのデータアクセスを削除することではないです。これは、[タイムマシン]ページの [削除]
オプションを使用して行います。

質問: 23
NDB管理者は、NDBがデータベースランドスケープを管理するために使用するコンテナー内の
スペース消費の一部を解放したいと考えています。

管理者が再利用を調査するために、ストレージが最も消費されている場所を確認するために表示

できる NDB内の最適な場所を 2つ教えてください。(2つ選択してください。)
A. NDBダッシュボードでクローンデータの経過日数を表示します。
B.ソースデータベースグリッドを表示して、登録されているデータベースのサイズと状態を確
認します。

C.クローンデータベーステーブルを表示して、クローンデータベースのサイズと最終更新を確
認します。

D. Time Machineのスナップショットテーブルを表示して、取得されたスナップショットの再利
用可能な領域と経過時間を確認します。

正解: C,D (コメントを発表する)
NDB管理コンテナのスペースを解放するには、管理者はストレージ消費源を特定する必要があり
ます。NDBの2つの重要な情報源から、実用的なインサイトが得られます。
クローンデータベーステーブル：すべてのクローンデータベースと、そのサイズ（現在のストレー

ジ使用量）と最終更新日時（古さを示す）が表示されます。クローンは多くの場合、かなりの容量を

消費するため、古いものや使用されていないものを削除することでストレージ容量を節約できま

す。

Time Machineのスナップショットテーブル：このテーブルには、再利用可能領域（削除によって回
復可能な領域）や保存期間（スナップショットの保存期間）などの詳細情報とともにスナップ

ショットが表示されます。古いスナップショットや不要なスナップショットは、再利用可能化の

対象となる可能性が高いです。

質問: 24
管理者は、NDBを使用してプロビジョニングされた MongoDBデータベースのストレージを増や
す必要があります。

NDB CLIを起動した後、管理者はこの操作のための入力ファイルの作成を開始します。入力ファイ
ルにはどのパラメータを含める必要がありますか？

A.ストレージの拡張
B.更新
C.データベース
D.データパーセント
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正解: (正解を表示します)
NDBを使用してプロビジョニングされたMongoDBデータベースのストレージを増やすには、管理
者はNDB CLIの入力ファイルでextend_storageパラメータを使用する必要があります。このパラ
メータは、データベースサーバーVMに追加するストレージ容量をGB単位で指定します。例えば、
現在のストレージサイズが100GBで、管理者がそれを150GBに増やしたい場合、入力ファイルに
次の行を含める必要があります。extend_storage: 50

質問: 25
NDBでは、管理者はPostgreSQLデータベースサーバーVMをデータベースに登録する必要があり
ます。このタスクを正常に完了するには、データベースのデータとログファイルをどこに配置す

ればよいでしょうか？

A.別のマウントポイント
B.同じマウントポイント上
C.バイナリインストールと同じディスク上
D.オペレーティングシステムと同じディスク上
正解: (正解を表示します)
PostgreSQLデータベースサーバー VMを NDB上のデータベースに登録するには、データベー
スデータとログファイルを、オペレーティングシステムおよびバイナリインストールとは別の

マウントポイントに配置する必要があります。

これは、NDBがマウントポイントをデータベースサーバーVMとデータベースの識別子として使
用するためです。データファイルとログファイルがオペレーティングシステムまたはバイナリイ

ンストールと同じマウントポイントにある場合、NDBはそれらを有効なデータベースサーバー
VMまたはデータベースとして認識できません。そのため、管理者はデータファイルとログファイ
ル用に別のマウントポイントを作成し、登録プロセス中にそれを指定する必要があります。

質問: 26
アラートダッシュボード内で設定できる 2つのステータス値は何ですか? (2つ選択してくださ
い。)
A.車
B.解決済み
C.データの復元力
D.確認しました
正解: (正解を表示します)
正解はBとDです。これらはNDBのアラートダッシュボードで設定できる2つのステータス値で
す。「解決済み」はアラートが解決され、対応が不要になったことを意味します。「確認済み」はア

ラートが確認され、対応中であることを意味します。選択肢Aは不正解です。「自動」はステータス

値ではなく、事前定義されたルールに基づいてアラートを自動的に解決するモードです。選択肢C
は不正解です。「データレジリエンシー」はステータス値ではなく、NDB内のデータの可用性と整

合性を確保する機能です。
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質問: 27
管理者は、外部ロードバランサーを使用してPostgreSQLクラスタインスタンスをプロビジョニン
グする必要があります。ソフトウェアプロファイルの作成時に、参照VMで省略できるソフトウェ
アはどれですか？

A.パトロン
B. HAプロキシ
C.キープアライブ
D. etcd
正解: B (コメントを発表する)
NDBで外部ロードバランサを使用してPostgreSQLクラスタインスタンスをプロビジョニングす
る場合、管理者はReference: VMからソフトウェアプロファイルを作成します。Reference: VMに
は通常、Patroni（HA管理用）、HAProxy（内部ロードバランシング用）、keepalived（高可用性IP管理
用）、etcd（分散構成用）などのソフトウェアが含まれています。外部ロードバランサを使用するた
め、内部HAProxyはReference: VMから省略できます。
NDBはトラフィックを分散するために外部ロードバランサに依存するため、ソフトウェアプロ
ファイルで HAProxyは不要になりますが、他のコンポーネントはクラスター管理に不可欠なまま
です。

質問: 28
管理者は複数のNutanixデータベースサーバーVMにパッチを適用するよう依頼されました。パッ
チ適用前に、管理者はどのような設定を行う必要がありますか？

A.リポジトリ
B.アクティブディレクトリアクセス
C.パルス
D. SMTPサーバー
正解: A (コメントを発表する)
NDBの「今すぐOSにパッチを適用」機能を使用して複数のNutanixデータベースサーバーVMに

パッチを適用する前に、管理者はリポジトリを設定する必要があります。リポジトリ（カスタム

パッチリポジトリやNutanix提供のソースなど）には、OSアップデートまたはパッチ（Windowsま
たはRed Hatベースのシステム用など）が含まれています。NDBでは、パッチを取得して適用する
ためにこのリポジトリを指定する必要があります。これにより、データベースVMが検証済みの
ソースから更新されることが保証されます。

質問: 29
PostgreSQL HAインスタンスの復元中に、管理者はスタンバイノードの復元に失敗したことに気
付きました。プライマリノードはアプリケーショントラフィックを処理できる状態です。

NDBはデータベースをどのような状態で残しますか?
A. PAKFIAL.READY
B.オフライン
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C.オンライン
D.回復保留中
正解: C (コメントを発表する)
NDBでPostgreSQL HAインスタンスを復元する際、スタンバイノードの復元に失敗してもプライ
マリノードが正常に復元され、アプリケーショントラフィックを処理できる状態であれば、NDB
はプライマリノードの観点からデータベースが稼働中であるとみなします。このシナリオでは、

スタンバイノードの障害によりHA構成が完全には維持されていないにもかかわらず、NDBはデー
タベースを「ONLINE」状態のままにします。これは、プライマリノードが機能し、リクエストを処

理できる状態であることを反映しています。

管理者はスタンバイノードを個別に処理する必要があります (再プロビジョニングやトラブル
シューティングなど)。ただし、データベースの状態はプライマリノードの準備状況によって決ま
ります。

質問: 30
NDBコンピューティングプロファイルには何が含まれていますか?
A. vCPU、vCPUあたりのコア数、およびデータベースサーバー VMのメモリ量。
B.Windowsドメイン名 (FQDN)、ドメインユーザー、およびパスワード。
C.新しいデータベースサーバー VMが使用する VLAN。
D.登録されたデータベースサーバー VMから生成されたデータベースとオペレーティングシス
テムのイメージ。

正解: (正解を表示します)
NDBコンピューティングプロファイルは、NDBを使用してプロビジョニングされるデータベース
サーバーVMのCPUおよびメモリリソースを定義します。データベースサーバーVMのネットワー
ク、ドメイン、ソフトウェアに関する情報は含まれません。これらの情報は、ネットワークプロ

ファイル、ドメインプロファイル、ソフトウェアプロファイルなどの個別のプロファイルで指定

されます。

質問: 31
SMTPサーバーを構成するときに使用できる 2つの暗号化方法はどれですか (2つ選択してくだ
さい)。
A. TLS
B. SSL
C. S/MIME
D. IPsec
正解: (正解を表示します)
NDBは、電子メール通知とアラートを送信するための SMTPサーバー構成をサポートしていま
す。SMTPサーバー構成では、SMTPサーバーのアドレス、ポート、ユーザー名、パスワード、およ
び暗号化方式を指定する必要があります。暗号化方式によって、送信中に電子メールメッセージ

が保護される方法が決まります。NDBは、SMTPサーバー構成で TLSと SSLの 2つの暗号化方
式をサポートしています。TLS (トランスポート層セキュリティ)は、電子メールクライアントと
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SMTPサーバー間でデータを暗号化して認証するプロトコルです。TLSは明示的と暗黙的の 2つ
のモードで動作できます。明示的モードでは、電子メールクライアントと SMTPサーバーは、プ
レーンテキスト接続を確立した後、暗号化方式とパラメータをネゴシエートします。このモード

では通常、ポート 587が使用されます。暗黙的モードでは、電子メールクライアントと SMTP
サーバーは、ネゴシエーションなしで、接続が最初から暗号化されていると想定します。このモー

ドでは通常、ポート 465が使用されます。
SSL（Secure Sockets Layer）はTLSの前身であり、メールクライアントとSMTPサーバー間のデー
タの暗号化と認証を行います。SSLは暗黙モードでのみ動作し、ポート
デフォルトでは465です。SSLはTLSほど安全性は高くありませんが、依然として多くのメールプ
ロバイダーで広く使用されており、サポートされています。S/MIME（Secure/Multipurpose Internet
Mail Extensions）は、トランスポート層ではなくアプリケーション層でメールメッセージを暗号化
および署名する標準です。

S/MIMEでは、電子メールメッセージの機密性と整合性を確保するために、デジタル証明書と公開
鍵暗号化を使用する必要があります。S/MIMEは、電子メールクライアントとSMTPサーバー間の
接続に影響を与えないため、SMTPサーバー構成には有効な暗号化方式ではありません。IPsec（イ
ンターネットプロトコルセキュリティ）は、アプリケーション層やトランスポート層ではなく、

ネットワーク層でIPパケットを保護するプロトコルスイートです。IPsecは、ルーター、ファイア
ウォール、ホストなど、任意の2つのIPエンドポイント間のデータを暗号化および認証できま
す。IPsecは、SMTPで使用される特定のプロトコルまたはポートには適用されないため、SMTP
サーバー構成には有効な暗号化方式ではありません。

有効的なNCP-DB-6.10問題集はJPNTest.com提供され、NCP-DB-6.10試験に合格することに役
に立ちます！JPNTest.comは今最新NCP-DB-6.10試験問題集を提供します。JPNTest.com
NCP-DB-6.10試験問題集はもう更新されました。ここでNCP-DB-6.10問題集のテストエンジン
を手に入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/NCP-DB-6.10-mondaishu

「267問、３０％ディスカウント、特別な割引コード: JPNshiken」

質問: 32
NDB管理者は、既存のソフトウェアプロファイルを使用して新しいMongoDBデータベースをプロ
ビジョニングするようデータベース管理者に依頼しました。データベース管理者はこの操作を完

了できません。

原因は何でしょうか?
A.データベースのクローン操作が進行中です。
B.ソフトウェアプロファイルは別のユーザーによって作成されました。
C.管理者には Prism Elementに対する適切な権限がありません。
D.ソフトウェアプロファイルでパッチ適用操作が実行中です。
正解: C (コメントを発表する)
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データベース管理者が既存のソフトウェアプロファイルを使用して新しいMongoDBデータベー
スをプロビジョニングできない場合、最も可能性の高い原因は、管理者がPrism Elementで適切な
権限を持っていないことです。NDBは、クラスタレベルの操作（ストレージやコンピューティング
リソースの割り当てなど）をPrism Elementに依存しています。データベース管理者は、NDBでソ
フトウェアプロファイルが利用可能であっても、基盤となるインフラストラクチャと対話するた

めに適切なPrism Elementロール（クラスタ管理者など）を持っている必要があります。これらの権
限がないと、プロビジョニングは失敗します。

質問: 33
関連付けられているTime Machineを削除せずにデータベースの登録を解除しました。Time
Machineの状態はどうなっていますか？
A.準備完了
B.凍結
C.一時停止
D.アクティブ
正解: (正解を表示します)
関連付けられているTime Machineを削除せずにデータベースをNDBから登録解除すると、Time
Machineは「Frozen（凍結）」状態になります。この状態では、Time Machineは既存のスナップ

ショットと保護データをすべて保持しますが、新しいスナップショットのキャプチャやログの

キャッチアップ操作は実行されません。これにより、管理者はアクティブな管理を停止しながら、

将来の使用（監査やリカバリなど）に備えて履歴データを保存できます。Frozen状態では、データ
ベースが再登録されるか、Time Machineが明示的に削除されるまで、それ以上の変更は行われま
せん。

質問: 34
Eraを使用した Oracleアップグレードシナリオで、ソースデータベースが Nor-Nutanixプラッ
トフォーム上にある場合、Eraワークフローを使用してアップグレードすることは可能ですか?
A.はい、Nutanix以外のプラットフォーム上のデータベースインスタンスをアップグレードする
ことは可能です。

B.はい、nan-Nutanixプラットフォームがビッグエンディアンプラットフォームの場合のみ、
C.いいえ、データベースのインストールはアップグレードするためにEra管理されている必要が
あります

D.はい、nori-Nutanixプラットフォームがリトルエンディアンプラットフォームの場合のみで
す。

正解: (正解を表示します)
Nutanix Database Automation (NCP-DB)の学習ドキュメントによると、Nutanix Eraは、プロビ
ジョニング、パッチ適用、アップグレードなど、データベース運用を自動化・簡素化するデータ

ベース管理ツールです。ただし、Eraで管理するデータベースは、Eraに登録する必要があります。
つまり、データベースが Nutanix以外のプラットフォーム上にある場合、Eraワークフローを使用
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して直接アップグレードすることはできません。Eraを使用して管理およびアップグレードする
には、まず Nutanixプラットフォームに移行し、Eraに登録する必要があります。

質問: 35
管理者は、プロファイルを使用してデータベースのプロビジョニングプロセスを簡素化したいと

考えています。プロファイルには、SQLサービスの起動アカウントとNDBワーカーサービスのア
カウントに関する情報を含める必要があります。

管理者がこのタスクを達成するのに役立つプロファイルはどれですか?
A.Windowsドメイン
B.ネットワーク
C.データベースパラメータ
D.ソフトウェア
正解: (正解を表示します)
正解はAです。Windowsドメインプロファイルは、SQLサービスの起動アカウントとNDBワーカー
サービスのアカウントに関する情報を含むプロファイルです。Windowsドメインプロファイル
は、NDBがWindowsベースのデータベースサーバーとデータベースを管理する方法を定義する設
定の集合です。以下の情報が含まれています。

データベースサーバーVMをドメインに参加させるためのドメイン名と資格情報、データベース
サーバーVMでSQL Serverサービスを実行するためのSQLサービス起動アカウントとパスワー
ド、データベースサーバーVMでNDBデータベースエージェントサービスを実行するためのNDB
ワーカーサービスアカウントとパスワード、データベースに使用するSQL Server認証モー
ド。Windowsドメインプロファイルを使用することで、管理者は複数のデータベースサーバーVM
とデータベースに同じ設定を適用し、毎回手動で入力する必要がなくなるため、データベースの

プロビジョニングプロセスを簡素化できます。その他のオプションは、SQLサービス起動アカウ
ントとNDBワーカーサービスアカウントに関する情報を含まない、異なるタイプのプロファイル
を説明しているため、正しくありません。

質問: 36
NDBのアップグレードに、すぐに使用できる (OOB)ソフトウェアプロファイルの更新が含まれ
ている場合、NDBをアップグレードすると、古い OOBソフトウェアプロファイルバージョンは
どうなりますか?
A.ソフトウェアプロファイルを使用するデータベース VMが Time Machinesを使用しており、
パッチ適用前の 24時間以内にスナップショットが正常に作成されている場合。
B.ソフトウェアプロファイルが使用されていない場合、NDBはメタデータおよび保護ドメイン
からプロファイルのすべてのバージョンを削除します。

C.ソフトウェアプロファイルを使用しているデータベース VMがシャットダウンされる
と、NDBはメタデータおよび保護ドメインからプロファイルのすべてのバージョンを削除しま
す。
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D.データベース VMがソフトウェアプロファイルの基本バージョンを使用していない場
合、NDBはメタデータおよび保護ドメインからすべてのバージョンのプロファイルを削除しま
す。

正解: (正解を表示します)
NDBをアップグレードする際に、すぐに使用できる (OOB)ソフトウェアプロファイル
(PostgreSQL、SQL Serverなどのデータベースソフトウェアの定義済みプロファイルなど)の更
新が含まれる場合、NDBはこれらのプロファイルの古いバージョンをその使用状況に基づいて管
理します。古い OOBソフトウェアプロファイルがどのデータベース VMでもアクティブに使用
されていない場合、NDBはアップグレードプロセス中に、メタデータおよび関連する保護ドメイ
ンからそれらのプロファイルのすべてのバージョンを自動的に削除します。このクリーンアップ

メカニズムにより、関連性や必要性がなくなった古いプロファイルを削除することで、無駄のな

い効率的なシステムを維持できます。

質問: 37
管理者は、新しいNDBを導入した後、プロビジョニング機能をテストしたいと考えています。この
タスクを実行するには、どのデータベースインスタンスが利用できますか？

A. PostgreSQL
B. Oracle DB
C. MSSQLサーバー
D.モンゴDB
正解: A (コメントを発表する)
新しいNDBを導入した後、管理者は、完全にサポートされ、すぐに設定可能なデータベースインス
タンスを使用して、プロビジョニング機能をテストできます。PostgreSQLは、NDBが初期導入時
からサポートするコアデータベースエンジンの1つであり、組み込みのプロビジョニングテンプ
レートとHA機能を備えているため、最適な選択肢です。NDBはPostgreSQLインスタンスのプロビ
ジョニングプロセスを合理化しているため、VM作成、ストレージ割り当て、ネットワーク構成な
どのプロビジョニングワークフローのテストに最適です。

質問: 38
管理者は複数のNutanixクラスタにわたってNDB HAを構成しました。どのような障害シナリオで
リカバリに手動操作が必要になりますか？

A.複数の APIサーバー VMがダウンしています。
B. 1つのリポジトリ VMがダウンしています。
C.複数の HAプロキシ VMがダウンしています。
D. NDBサーバープロセスがダウンしています。
正解: (正解を表示します)
NDB HAは、NDBサービスとそのコンポーネントに高可用性と耐障害性を提供する機能で
す。NDB HAは、複数のNutanixクラスタにまたがるAPIサーバーVM、リポジトリVM、および
HAProxy VMのクラスタを構築します。各コンポーネントには、リーダーと、同期され、障害発生
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時にリーダーの役割を引き継ぐフォロワーのセットがあります。NDB HAは、NDBコンポーネント
の健全性とステータスを監視し、可能な場合は自動フェイルオーバーとリカバリを実行します。

ただし、一部の障害シナリオでは、NDBサービスを復旧するために管理者による手動介入が必要
になる場合があります。そのようなシナリオの1つは、複数のAPIサーバーVMがダウンしている場
合です。APIサーバーVMは、NDB UIおよびCLIからのリクエストの処理、およびリポジトリVMお
よびHAProxy VMとの通信を担っています。複数のAPIサーバーVMがダウンした場合、NDBサービ
スが利用できなくなったり不安定になったりする可能性があり、管理者は影響を受けるAPIサー
バーVMを手動で再起動または再デプロイする必要があります。その他のオプションでは、NDB
HAが自動的に処理するため、手動介入は必要ありません。1台のリポジトリ VMがダウンした場
合、NDB HAは最新データを持つ別のリポジトリ VMにフェイルオーバーします。複数の
HAProxy VMがダウンした場合、NDB HAはトラフィックを残りの HAProxy VMにルーティング
します。NDBサーバープロセスがダウンした場合、NDB HAはプロセスを再起動するか、別の
APIサーバー VMにフェイルオーバーします。

質問: 39
展示を参照してください。管理者はSQL Serverユーザーを使用してデータベースを登録したいと
考えています。

このユーザーはどこで指定できますか?



A.Windowsの管理者名フィールド
B. SQL Serverユーザーを選択した後のログインフィールド
C.コマンドライン登録オプション経由のみ
D. API同等セクションのコードを変更することにより
正解: (正解を表示します)
提供されている画像は、NDBの「データベースサーバー VMの登録」インターフェースを示してい

ます。このインターフェースには、Windowsおよび SQL Serverの資格情報オプションを含む、
データベースサーバーの登録フィールドが含まれています。管理者がWindows資格情報ではな
く SQL Serverユーザーを使用してデータベースを登録する場合、このユーザーを指定する適切
な場所は「SQL Serverログインへの接続」セクションです。インターフェースのこのセクションの

下には「ユーザー名」フィールドがあり、SQL Serverユーザーを使用するオプションを選択すると

有効になります（通常はラジオボタンまたはドロップダウンで示されますが、画像では完全には表

示されていません）。これにより、NDBはWindows管理者の資格情報のみに頼るのではなく、
データベース固有の資格情報を使用して SQL Serverインスタンスを認証および管理できます。

質問: 40
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3つのNutanixクラスタでNDB環境が構築されています。管理者は、これらのクラスタごとに
Microsoft SQL Serverソフトウェアプロファイルを作成するように依頼されました。上記のプロ
ファイルを作成するために必要な要件は何ですか？

A.最初にすべてのクラスターでコンピューティングプロファイルを作成する必要があります。
B. NDBのマルチクラスター機能を有効にします。
C.現在の NDBサービスに対して高可用性を有効にします。
D.各クラスターは、DBエンジンを搭載した VMをホストする必要があります。
正解: (正解を表示します)
NDB環境内の3つのNutanixクラスタそれぞれにMicrosoft SQL Serverソフトウェアプロファイル
を作成するには、各クラスタにMicrosoft SQL Serverデータベースエンジンがインストールされた
VMを少なくとも1台ホストすることが重要な要件となります。NDBはこれらのVMを使用して、各
クラスタに存在する特定のSQL Serverのバージョンと構成に合わせてソフトウェアプロファイル
を検出、検証、生成します。これにより、プロファイルはクラスタ環境と互換性があり、プロビジョ

ニングやパッチ適用に使用できます。

質問: 41
管理者は NDB GUIパスワードをリセットする必要があります。
管理者は SSHセッションから何を実行する必要がありますか?
A. 1. era-server CLlを入力します
2.実行:セキュリティパスワードのリセット
B. sudoパスワード era
C. sudoパスワード管理者
D. 1.時代 CLlを入力します
2.実行:セキュリティパスワードのリセット
正解: A (コメントを発表する)
Nutanix Database Service (NDB)の NDB GUIパスワードをリセットするには、管理者は SSH
セッションを介してシステムにアクセスし、NDBが提供する適切なコマンドラインインター
フェース (CLI)ツールを使用する必要があります。正しい手順は、era-server CLIに入ることで
す。era-server CLIは、パスワードリセットなどのセキュリティ設定を含む NDB関連の設定を管
理するための専用の CLI環境です。era-server CLIに入ったら、管理者は security password reset
コマンドを実行して、NDB GUIのパスワードリセットプロセスを開始します。この方法によ
り、NDB管理環境内でリセットが安全に実行され、Nutanixが推奨する管理手順に準拠します。

質問: 42
管理者は NDBマルチクラスタを有効にします。
専用 VMにデプロイされる NDBサービスコンポーネントはどれですか?
A.エージェントVM
B. HAプロキシ
C.リポジトリDB
D. APIVM
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正解: (正解を表示します)
管理者がNDBマルチクラスタ機能を有効にすると、分散環境をサポートするために特定のコン
ポーネントがデプロイまたは再構成されます。HAProxy（高可用性プロキシ）は、クラスタ間の負荷
分散と安全な通信を管理する重要なコンポーネントです。マルチクラスタ構成では、HAProxyは専
用のVMにデプロイされ、クラスタ間でのAPI呼び出しやGUIアクセスなどのNDBサービスの効率
的なトラフィック分散と高可用性を確保します。

この専用展開により、スケーラビリティと回復力が向上します。

質問: 43
管理者は、可用性グループ（AG）データベースのコピーデータ管理操作にEraを使用したいと考え
ています。AGデータベースは、以下に示すように、異なる名前付きインスタンスを持つレプリカ
でホストされています。

- SQLAGNI\EMR
- SQLAGN2\EMR
- SQLAGN3\DW
SQLAGN3\DWはリアルタイムデータを必要とする Analyticsサービスを実行しています。管理者
は Eraにデータベースをどのように登録すればよいですか？
A.データベースを可用性データベースとして登録します。
B.データベースをスタンドアロンデータベースとして登録します。
C. AGクラスターからSQLAGN3を登録し、データベースを可用性データベースとして登録しま
す。

正解: A (コメントを発表する)
Nutanix Database Automation (NCP-DB)の学習ドキュメントによると、可用性グループ (AG)
データベースを扱う場合、データベースを可用性データベースとして登録する必要があります。

これは、AGデータベースが異なる名前付きインスタンスを持つレプリカ上でホストされており、
可用性データベースとして登録することで、すべてのインスタンス間でコピーデータ管理操作を

実行できるためです。これは、SQLAGN3\DW上で実行される Analyticsサービスなどのサービス
でリアルタイムデータが必要な場合に特に重要です。

質問: 44
Time Machineの修復機能が何に使用できるかを説明している記述はどれですか。
A. Time Machineを最新の NDBレベルにパッチします。
B. Time Machineの復元機能のギャップを解消します。
C. Time Machine内のデータベースクローンを更新します。
D.マルウェアが発生した場合に、スナップショットから Time Machineを復元します。
正解: (正解を表示します)
NDBのTime Machine Heal機能は、Time Machineの復元ポイントチェーンにおける不整合や
ギャップを解消し、継続的で信頼性の高い復旧履歴を確保するように設計されています。ネット

ワークの問題やエージェントのエラーなどの障害によってスキップされた可能性のある、欠落し
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たログバックアップやスナップショットを特定して修復することで、復元機能のギャップを解消

します。

この機能は、ソフトウェアにパッチを適用したり、クローンを更新したり、マルウェアから復元し

たりするのではなく、Time Machineのデータ保護タイムラインの整合性を維持することに重点を
置いています。

質問: 45
コスト削減プログラムにより、多くのMicrosoft SQL Serverインスタンスが、中程度のコンピュー
ティングプロファイルを使用してNDBによって管理されるDBサーバーVMに統合される予定で
す。データベース管理者はDBストレージ容量の不足を懸念しており、拡張を検討しています。
どの NDBタスクを実行する必要がありますか?
A.データベースサーバーの VMを更新します。
B. Prism Elementで vDiskを展開します。
C.コンピューティングプロファイルを更新します。
D.ソースデータベースをスケーリングします。
正解: (正解を表示します)
NDBで管理されているデータベースサーバーVMにMicrosoft SQL Serverインスタンスを統合し、
中程度のコンピューティングプロファイルを使用する場合、需要の増加によりDBストレージ容量
に関する懸念が生じる可能性があります。NDBでは、この問題に対処するための適切なタスクは

「データベースサーバーVMの更新」です。これにより、管理者はデータベースをホストするVMの

リソース割り当て（ストレージ容量を含む）を調整できます。このタスクはNDBインターフェース
内で実行でき、コンピューティングプロファイルを変更したり外部ツールを使用したりすること

なく、ディスク容量を拡張したり、ストレージ設定を再構成したりできます。

質問: 46
管理者は、Eraでプロビジョニングされたインスタンスに PostgreSQLソフトウェアのマイナー
バージョンアップグレードを適用する必要があります。

パッチを適用する前に管理者が実行する必要がある手順は何ですか?
A.新しいソフトウェアプロファイルを作成します。
B.データベースインスタンスをメンテナンスモードにします。
C.ソフトウェアプロファイルバージョンウィジェットに移動し、更新をクリックします。
D.新しいソフトウェアプロファイルを移行します。
正解: A (コメントを発表する)
Nutanixデータベースサービス (NDB)は、PostgreSQLの自動マイナーバージョンアップグレー
ドをサポートしています。

パッチを適用する前に、管理者は新しいソフトウェアプロファイルを作成する必要があります。

これは、ソフトウェアプロファイルにデータベースエンジンのバイナリと、データベースエンジ

ンの実行に必要なその他のソフトウェアが含まれているためです。したがって、マイナーバー

ジョンアップグレードを適用するには、更新されたバイナリを含む新しいソフトウェアプロファ
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イルを作成する必要があります。新しいソフトウェアプロファイルを作成したら、それを使用し

てPostgreSQLデータベースにパッチを適用できます。

有効的なNCP-DB-6.10問題集はJPNTest.com提供され、NCP-DB-6.10試験に合格することに役
に立ちます！JPNTest.comは今最新NCP-DB-6.10試験問題集を提供します。JPNTest.com
NCP-DB-6.10試験問題集はもう更新されました。ここでNCP-DB-6.10問題集のテストエンジン
を手に入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/NCP-DB-6.10-mondaishu

「267問、３０％ディスカウント、特別な割引コード: JPNshiken」

質問: 47
ND8のアラートポリシーはどの重大度レベルに設定されていますか?
A.エラー
B.情報
C.クリティカル
D.警告
正解: (正解を表示します)
Nutanix Database Service (NDB)では、データベース運用に影響を与える重要なイベントを管理
者に通知するようにアラートポリシーが設定されています。NDBアラートポリシーのデフォルト
の重大度レベルは「エラー」に設定されています。このレベルは、失敗した操作（図に示すようにプ

ロビジョニングの失敗など）、接続の問題、その他の重大な運用上の問題など、注意が必要な問題

を示します。シナリオによっては、情報、クリティカル、警告などの他の重大度レベルが使用され

る場合もありますが、NDBアラートポリシーの基本構成は「エラー」から始まります。これによ

り、管理者は重大度の低い通知に圧倒されることなく、対処が必要な問題に関するアラートを確

実に受け取ることができます。

質問: 48
管理者は、マルチクラスタプロビジョニング用にNutanixクラスタを登録しようとしています。Era
クラスタは以下の構成でセットアップされています。

- Eraマルチクラスターが有効になっています。
- Era ServerストレージコンテナとEraプロビジョニングコンテナは
Eraクラスターでは異なります。
管理者は何を構成する必要がありますか?
A. DBのプロビジョニングに使用されるEraサーバーコンテナとリモートコンテナ間のストレージ
マッピング。

B. Era Serverストレージコンテナーと Eraプロビジョニングコンテナーにまたがるディスク。
C. Eraコンテナと、データベースのプロビジョニングには使用されないリモートコンテナ間のス
トレージマッピング。
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D. Era Agent VMとデータベースサーバー VMをプロビジョニングするための個別のリモート
コンテナー。

正解: A (コメントを発表する)
Nutanix Eraのマルチクラスタが有効で、Eraクラスタ上の Era Serverストレージコンテナと Era
プロビジョニングコンテナが異なる構成の場合、管理者は Era Serverコンテナと、データベース
のプロビジョニングに使用するリモートコンテナ間のストレージマッピングを設定する必要があ

ります。これは、Nutanix Eraが Nutanixクラスタの登録時に指定したストレージコンテナをデー
タベースのプロビジョニングに使用するためです。したがって、データベースが正しくプロビ

ジョニングされるようにするには、Era Serverコンテナとプロビジョニングに使用するリモート
コンテナ間にストレージマッピングを確立する必要があります。

質問: 49
NDBサーバーと CVMが iSCSI接続を容易にできるようにするには、Prism Elementで何を構成
する必要がありますか?
A.仮想IP
B.データサービスIP
C.セカンダリDNS IP
D.バックプレーンIP
正解: (正解を表示します)
Nutanixデータベースサービス (NDB)サーバー、コントローラ VM (CVM)、および Prism Element
間の iSCSI接続を有効にするには、Prism Elementでデータサービス IPを設定する必要がありま
す。データサービス IPは、iSCSIターゲットの検出と接続を容易にするクラスタ全体のアドレス
として機能します。Nutanix Volumes (ブロックストレージサービス)は、この IPを使用し
て、iSCSIプロトコル経由で NDBサーバーなどの外部クライアントまたはサービスにストレージ
を提供します。この IPにより、iSCSIトラフィックが正しくルーティングされ、CVMに障害が発
生した場合でもデータサービス IPの所有権をクラスタ内の別の CVMに移行できるため、可用性
が維持されます。

質問: 50
開発チームから、管理者に本番環境の財務データベースのコピーを提供するよう依頼がありまし

た。開発チームでは、開発環境に移行する前に財務データはすべてマスクする必要があるとして

います。

管理者は開発環境用にマスクされたデータを含むクローンをどのように作成すればよいですか?
A. Time Machineからクローンを作成し、事前事後コマンドセクションのクローン後フィールド
にマスキングコマンドを貼り付けます。

B. 1.ソース DB VM、Dev VM、または SWプロファイル VMにマスキングスクリプトを作成しま
す。

2. Time Machineからクローンを作成し、マスキングスクリプトの完全なパス\名前を使用してク
ローン後のオプションを定義します。

C. 1.データをマスクするスクリプトを作成します。
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2. Time Machineからクローンを作成し、マスキングスクリプトの完全なパス\名前を使用してク
ローン後のオプションを定義します。

D. Time Machineからクローンを作成し、事前事後コマンドセクションの事前クローンフィール
ドにマスキングコマンドを貼り付けます。

正解: (正解を表示します)
Nutanix Database Automation (NCP-DB)コースによると、Pre-Post Commandsセクションでは、
管理者がクローン操作の前後に実行できるカスタムスクリプトを指定できます。マスキングスク

リプトは、ソースデータベースにアクセスできる任意の VM（ソース DB VM、Dev VM、SW Profile
VMなど）に作成できます。スクリプトには、実際の値をダミー値に置き換えたり、データを暗号化
したりするなど、Financeデータベース内の機密データをマスクするコマンドを含める必要があ
ります。その後、管理者は Time Machineからクローンを作成し、マスキングスクリプトのフル
パスと名前を使用してクローン後のオプションを定義できます。これにより、クローンの作成後

にスクリプトが実行され、開発チームがデータを利用できるようになる前にデータがマスクされ

ます。その他のオプションは正しくありません。間違ったフィールド（pre-cloneではなく post-
clone）を使用しているか、マスキングスクリプトの作成場所または保存場所が指定されていませ
ん。

質問: 51
管理者は、NDB VM上の静的 IPアドレスを変更するために、どのように NDBコマンドラインを
入力するのでしょうか?
A. era-server
B.だった
C. cerebro_cli
D.算術コマンド
正解: C (コメントを発表する)
NDB VMの静的 IPアドレスを変更するには、管理者は cerebro_cliコマンドを使用して NDBコ
マンドラインを入力する必要があります。cerebro_cliコマンドは、NDBインスタンスとそのコン
ポーネントの管理を担当する Cerebroサービスにアクセスするために使用されます。cerebro_cli
コマンドは、NDB VMから、または NDB VMにネットワーク接続されている他の VMから実行で
きます。cerebro_cliコマンドには、NDB VMの IPアドレス、ホスト名、パスワード、証明書の変更
など、さまざまなタスクを実行するためのさまざまなサブコマンドとオプションがあります。静

的 IPアドレスを変更するには、管理者は、新しい IPアドレス、ネットマスク、ゲートウェ
イ、DNSサーバーなどの適切なパラメータを指定した cerebro_cli network updateサブコマンド
を使用する必要があります。cerebro_cli network updateサブコマンドでは、管理者が認証のため
に NDB VMの現在のパスワードを入力する必要があります。
IPアドレスを変更した後、変更を有効にするには管理者が NDB VMを再起動する必要がありま
す。

質問: 52
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管理者がデータベースサーバーVMをNDBに登録しようとしています。C:\ドライブに配置されて
いると登録が失敗するファイルの種類は何ですか？

A.ページ
B.システム
C.データベース
D.バックアップ
正解: (正解を表示します)
ページファイルは、Windowsが物理メモリに収まらないデータを格納するために使用する一時
ファイルです。ページファイルは、エラーやパフォーマンスの問題を引き起こす可能性があるた

め、データベースサーバーVMのNDBへの登録を妨げる可能性があります。そのため、ページファ
イルは、NDBエージェントやその他のファイルがインストールされているC:\ドライブとは別のド
ライブまたはパーティションに配置する必要があります。システムファイル、データベースファ

イル、およびバックアップファイルは、破損していないか、NDBの要件と互換性がない限り、デー
タベースサーバーVMのNDBへの登録を妨げることはありません。

質問: 53
管理者は、最低 7日間のログ回復を提供する Point In Time Recovery (PITR) SLAを使用してデー
タベースを保護する必要があります。

この要件を満たす最小のデフォルト SLAは何ですか?
A. DEFAULT_008ゴールド SLA
B. DEFAULT_008ブロンズ SLA
C. DEFAULT_008シルバー SLA
D. DEFAULT_008真鍮SLA
正解: (正解を表示します)
Nutanix Era (NDB)は、スナップショットとログバックアップの頻度が異なる DEFAULT_008
SLAを採用し、異なる復旧ポイント目標 (RPO)を実現します。比較は以下の通りです。
DEFAULT_008 GOLD SLA:通常、頻繁なログバックアップ（例：15分ごと）と数時間ごとのスナッ
プショットが実行されます。これは、RPOが非常に低い重要なデータベース向けに設計されてい
ます。

DEFAULT_008 SILVER SLA:保護とリソース使用量のバランスが取れています。ログバックアッ
プは1時間ごとに実行され、スナップショットはより低頻度で実行されます。このSLAは、リソー
スを過度に消費することなく、良好なRPO（目標復旧時点）を必要とするデータベースに適してい
ます。DEFAULT_008 BRONZE SLA:ログバックアップの頻度が低く（例：数時間ごと）、スナップ
ショットの頻度も低くなります。RPO要件がそれほど厳しくないデータベースに使用されま
す。DEFAULT_008 BRASS SLA:ログバックアップの頻度が低く、通常、RPOが最も長くなる可
能性のある、最も保護力の低いSLAと考えられています。

質問: 54
Linux前提条件スクリプトを実行すると、管理者は必要な引数が -tのみであることに気付きます。
-t引数は何を指定しますか?
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A.オペレーティングシステムの種類
B.タイムアウト間隔
C. NDBサーバーのIP
D.データベースエンジン
正解: (正解を表示します)
NDBのLinux前提条件スクリプトを実行する際、タイムアウト間隔を指定するための -t引数は必
須パラメータです。この引数は、スクリプトが特定の操作（接続チェック、パッケージのインス

トールなど）の完了をタイムアウトするまでの最大待機時間（秒単位）を定義します。これは、イン

ストール前の段階で環境が適切に構成され、応答性を確保し、無期限のハングアップを回避する

ために非常に重要です。

質問: 55
Nutanix AHVクラスターに NDBをインストールするための最初の手順は何ですか?
A. NDBは SaaSサービスとして提供され、インストールは必要ありません。
B. NDBの QCOW2イメージファイルをダウンロードし、Prism Elementにアップロードしま
す。

C. LCMアップデートを実行して、NDBの最新バージョンを取得します。
D. Prism Centralを開き、設定メニューで NDB VMを有効にします。
正解: (正解を表示します)
Nutanix AHVクラスタにNDBをインストールするには、NutanixサポートポータルからNDBの
QCOW2イメージファイルをダウンロードし、Prism Elementにアップロードする必要がありま
す。このイメージファイルには、NDBソフトウェアとCentOSオペレーティングシステムが含まれ
ています。イメージをアップロードしたら、イメージからVMを作成し、ネットワーク設定を構成
する必要があります。次に、NDB VMをPrism Centralに登録し、設定メニューでNDBサービスを有
効にする必要があります。

質問: 56
NDB 6.5でネイティブにサポートされている MySQLデプロイメントモデルはどれですか?
A.ローカルストレージ上の MySQL単一インスタンス
B. MySQLマスター・スレーブ非同期レプリケーション
C. MySQL InnoDB Cluster /グループレプリケーション
D. MySQL Cluster (NDBエンジン)
正解: (正解を表示します)
NDBは、InnoDB Cluster /グループレプリケーションなどの最新のMySQL HAアーキテクチャを
サポートしています。MySQL NDB Clusterエンジンはサポートされていません。

質問: 57
管理者がEraでWindowsドメインプロファイルを作成しています。プロビジョニングプロセス中
にスキップして入力できるオプションフィールドはどれですか？

A.参加するドメイン
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B.ドメインアカウント
C.組織単位
D. SQLサービス起動アカウント
正解: (正解を表示します)
管理者が EraでWindowsドメインプロファイルを作成する場合、SQLサービス開始アカウント
は、プロビジョニングプロセス中にスキップして提供できるオプションのフィールドです。

このアカウントは、サーバーの起動時にSQL Serverサービスを開始するために使用されま
す。Windowsドメインプロファイルの作成時にこのフィールドが指定されていない場合は、プロ
ビジョニングプロセス中に後で指定できます。

質問: 58
Era Time Machineの Gold SLAのデフォルトの継続的な回復時間はどのくらいですか?
A. 30日間
B. 15日間
C. 60日間
D. 90日間
正解: A (コメントを発表する)
Era Time MachineのGold SLAにおける継続的なリカバリ期間はデフォルトで30日間です。これ
は、システムが過去30日間の継続的なリカバリポイントを保持し、この期間内の任意の時点に
データベースを復元できることを意味します。

質問: 59
Eraをアップグレードするには、どの 2つの方法を使用できますか? (2つ選択してください)
A. Nutanix LCM
B.オフラインアップグレード
C.ローリングアップグレード
D.ワンクリックアップグレード
正解: (正解を表示します)
Nutanix Eraは、オフラインアップグレードとワンクリックアップグレードの2つの方法でアップ
グレードできます。オフラインアップグレードでは、ソフトウェアアップデートを手動でダウン

ロードし、Eraインスタンスに適用する必要があります。ワンクリックアップグレードでは、Eraイ
ンスタンスがインターネットに接続され、Nutanixソフトウェアアップデートポータルにアクセス
できる場合、Era管理コンソールからワンクリックで直接Eraをアップグレードできます。

質問: 60
変更を加える前に NDBが Time Machineスナップショットを自動的に作成するようにトリガー
するアクションはどれですか?
A.別のAHVホストへのVMの移行
B.スケジュールされたパッチ操作
C.データベース内の手動スキーマ更新
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D.クラスター内のフェイルオーバーイベント
正解: (正解を表示します)
パッチ適用中、NDBは自動的にスナップショットを取得し、パッチ適用が失敗した場合に環境を
安全にロールバックできるようにします。その他のイベントでは、スナップショットは自動的に

トリガーされません。

質問: 61
新しいデータベースをプロビジョニングする場合、ターゲットに使用できるオプションは 2つあ
りますか? (2つ選択してください。)
A.既存の登録済みデータベースにデータベースをプロビジョニングする
B.既存のコンテナにデータベースをプロビジョニングします。
C.新しいコンテナにデータベースをプロビジョニングします。
D.新しいデータベースセンダー\クラスターにデータベースをプロビジョニングします。
正解: A,C (コメントを発表する)
Nutanix Database Automation (NCP-DB)の学習ドキュメントによると、新しいデータベースをプ
ロビジョニングする場合、ターゲットには次の 2つのオプションがあります。
既存の登録済みデータベースサーバーにデータベースをプロビジョニング：このオプションを使

用すると、既存の登録済みデータベースサーバーにデータベースをプロビジョニングできます。

これは、Nutanix Eraで既に管理されているサーバーにデータベースを追加する場合に便利です。
新しいコンテナにデータベースをプロビジョニング：このオプションを使用すると、新しいコンテ

ナにデータベースをプロビジョニングできます。これは、データベース用に新しい分離された環

境を作成する場合に便利です。

有効的なNCP-DB-6.10問題集はJPNTest.com提供され、NCP-DB-6.10試験に合格することに役
に立ちます！JPNTest.comは今最新NCP-DB-6.10試験問題集を提供します。JPNTest.com
NCP-DB-6.10試験問題集はもう更新されました。ここでNCP-DB-6.10問題集のテストエンジン
を手に入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/NCP-DB-6.10-mondaishu

「267問、３０％ディスカウント、特別な割引コード: JPNshiken」

質問: 62
管理者は、新しくプロビジョニングされたデータベースにTime Machineの初期設定を行っていま
す。GUIで設定できる1日あたりのスナップショットの最大数はいくつですか？
A. 4
B. 6
C. 8
D. 12
正解: (正解を表示します)
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NDBで新しくプロビジョニングされたデータベースにTime Machineを設定する際、管理者はGUI
を使用してデータ保護のためのスナップショットの頻度を設定できます。NDB GUIで設定できる
1日あたりのスナップショットの最大数は6です。この制限により、データの粒度（ポイントインタ
イムリカバリ用）とストレージオーバーヘッドのバランスが確保され、過剰なリソース消費を防止

できます。管理者はTime Machine設定ウィザードを使用して、これらのスナップショットを一定
の間隔（例：4時間ごと）でスケジュール設定できます。

質問: 63
マルチクラスター対応インストールで Eraソフトウェアのアップグレードを実行する場合、どの
コンポーネントが最初にアップグレードされますか?
A. Eraクラスターエージェント
B.データベースサーバーエージェント
C.時代日付倉庫
D.時代の下水道
正解: A (コメントを発表する)
Nutanix Database Automation (NCP-DB)の学習ドキュメントによると、マルチクラスタ対応環境
でEraソフトウェアをアップグレードする場合、最初にEra Cluster Agentがアップグレードされま
す。これは、Nutanix環境のアップグレードサイクルにおける最初のコンポーネントです。Era
Cluster Agentは、Nutanixクラスタの健全性管理と監視に不可欠です。詳細については、Nutanixの
公式ドキュメントとトレーニング資料をご覧ください。

質問: 64
SQL Serverのソースデータベースの復元操作を実行するときに、管理者が復元場所として新し
い場所を選択する正当な理由は何ですか。

A.ポイントインタイム復元を実行するにはログファイルが必要です。
B.管理者は新しい場所に復元し、Eraに Nutanixのベストプラクティスを適用させたいと考えて
います。

C.管理者は元のスキーマをそのまま維持したいと考えています。
D.データベースファイルは他のデータベースファイルと同じディスク上に存在し、管理者は
データベースをできるだけ早く復元したいと考えています。

正解: (正解を表示します)
Nutanix Database Automation (NCP-DB)で SQL Serverのソースデータベース復元操作を実行す
る際、管理者は復元場所として「新しい場所」を選択できます。これは、新しい場所に復元し、Era

に Nutanixのベストプラクティスを適用したい場合です。これは、Nutanix Eraがデータベース管
理を自動化・簡素化し、管理者が大規模なデータベース管理を行えるようにするとともに、復元プ

ロセス中に Nutanixのベストプラクティスを適用するためです。これにより、復元されたデータ
ベースの最適なパフォーマンスと信頼性が確保されます。

質問: 65
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管理者は、NDBに新しい VLANまたは IPプールを追加するタスクを担当する新しく雇用された
エンジニアに、最小限の権限アクセスを提供する必要があります。

このタスクを完了するには、管理者はどのロールを選択する必要がありますか?
A.データベース管理者
B.スーパー管理者
C.データベースインフラストラクチャ管理者
D.インフラストラクチャ管理者
正解: (正解を表示します)
インフラストラクチャ管理者は、VLAN、IPプール、ストレージコンテナなどのネットワークおよ
びストレージリソースを管理する権限を持つ NDBのロールです。このロールは、NDBに新しい
VLANまたは IPプールを追加する必要があるエンジニアに適しています。他のロールは、このタ
スクに必要な権限よりも多くまたは少なくなっています。データベース管理者は、データベース

とデータベースサーバー VMを管理できますが、ネットワークとストレージリソースは管理でき
ません。スーパー管理者は NDBのあらゆる側面を管理できますが、これは必要な最小限の権限ア
クセスを超えています。データベースインフラストラクチャ管理者は、データベースとネット

ワークおよびストレージリソースの両方を管理できますが、これも必要な最小限の権限アクセス

を超えています。

質問: 66
管理者は、データベースVMにIPアドレスを提供するためにVLANを割り当てる必要があります。
ネットワークプロファイルを作成する手順を教えてください。

A.ネットワークプロファイルを作成し、IP範囲を定義します。VLANを追加します。
B.ネットワークプロファイルを作成し、VLANを選択し、IP範囲を定義します。
C. VLANを追加し、ネットワークプロファイルを作成します。IP範囲を定義します。
D. VLANを追加し、IP範囲を定義し、ネットワークプロファイルを作成します。
正解: B (コメントを発表する)
Nutanix Database Service (NDB)では、ネットワークプロファイルを使用して、データベース VM
のネットワーク構成（VLAN割り当てや IPアドレス範囲など）を定義します。データベース VMに
VLANを割り当て、IPアドレスを提供するネットワークプロファイルを作成する正しい手順は次
のとおりです。

ネットワークプロファイルの作成：まず、NDB内で新しいネットワークプロファイルの作成を開
始します。これは、NDBインターフェースの「ネットワーク」または「プロファイル」セクションか

ら行います。

VLANの選択：ネットワークプロファイルの作成プロセス中に、データベースVMが使用するVLAN
を指定します。Nutanixクラスタ（Prism Elementなど）で設定されている既存のVLANを選択する
か、必要に応じて新しいVLAN IDを定義します。
IP範囲の定義：最後に、選択したVLAN内のデータベースVMに割り当てるIPアドレス範囲（サブ
ネットや特定のIPなど）を定義します。これにより、VMは通信に有効なIPアドレスを受け取ること
ができます。
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質問: 67
管理者は、HAインスタンスにリレーショナルデータベース管理システム（RDBMS）をプロビジョ
ニングしようとしています。NDBでサポートされている2つのデータベースエンジンはどれです
か？（2つ選択してください。）
A.モンゴDB
B. MariaDB
C.オラクル
D. PostgreSQL
正解: (正解を表示します)
Nutanix Database Service (NDB)は、特定のリレーショナルデータベース管理システム (RDBMS)
の高可用性 (HA)インスタンスをサポートします。リストされているオプションのうち、NDBは
Oracleと PostgreSQLの HA構成をネイティブにサポートしており、レプリケーションやフェイ
ルオーバーなどの機能を実現します。

これらのデータベースは、NDBの Time Machineおよび HAフレームワークと適切に統合されて
います。

質問: 68
管理者は、クローン作成ワークフロー中にデータベース接続の最大数を変更する必要がありま

す。

管理者はどの Eraプロファイルを選択する必要がありますか?
A.計算
B.データベースパラメータ
C.ネットワーク
正解: (正解を表示します)
Nutanix Database Automation (NCP-DB)では、データベースパラメータプロファイルを使用し
て、データベース接続の最大数など、データベース固有の設定を管理します。このプロファイル

は、管理者がクローン作成ワークフロー中にこれらの設定を変更する必要がある場合に適してい

ます。

質問: 69
NDEウィザードを完了するときにオプションとなる手順はどれですか?
A.ネットワークセグメンテーション
B. ND8クラスター名
C.ストレージコンテナ
D.サービス
正解: (正解を表示します)
NDB（Nutanixデータベースサービス）ウィザードを使用して初期セットアップまたは構成を完了
する際、環境が適切に構成されていることを確認するために必須の手順と、特定のニーズに基づ
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いて任意で実行できる手順があります。ネットワークセグメンテーションは、高度なネットワー

ク分離と構成を可能にするオプションの手順ですが、基本的なNDBの導入には必要ありません。
必須の手順には、NDBクラスター名の指定、ストレージコンテナーの選択、サービス (データベー
スサービスなど)の構成が含まれます。これらは、NDBが機能し、データベースを管理するために
不可欠です。

質問: 70
既存のデータベースクローンを削除する必要が生じました。ユーザーへの影響を最小限に抑える

ため、管理者はこの操作を週末にスケジュールしたいと考えています。この削除をスケジュール

する際、指定された日時以外に、更新削除スケジュールのどのオプションが必須として事前に選

択されていますか？

A.削除前にアラートを作成します。
B. NDBからサポートスナップショットを削除します。
C. NDBからデータベースクローンを登録解除します。
D. VMからデータベースクローンを削除します。
正解: (正解を表示します)
管理者がユーザーへの影響を最小限に抑えるために既存のデータベースクローンの削除をスケ

ジュールする場合（例：週末）、NDBの「削除スケジュールの更新」機能を使用して操作を計画でき

ます。オプションの中で、「NDBから関連スナップショットを削除する」は必須のアクションとし

て事前に選択されています。これにより、クローン自体と同時に、クローンに関連付けられたス

ナップショットデータも削除され、Time Machineフレームワークにおけるストレージ効率と一貫
性が維持されます。その他のオプションも選択可能ですが、デフォルトでは必須ではありません。

質問: 71
管理者は、ソースデータベースを特定の時点にクローン化する機能を必要としています。Era IJIで
ログキャッチアップ操作に設定できるログ間隔の最小値は何分ですか？

A. 30
B. 60
C. 5
D. 15
正解: (正解を表示します)
Era IJIにおけるログキャッチアップ操作のログ頻度は、最短 5分に設定できます。これにより、シ
ステムはデータベースへの変更を高頻度でキャプチャできるようになり、より正確なポイントイ

ンタイムリカバリオプションが可能になります。ただし、ログキャッチアップ操作の頻度を高く

するとシステム負荷が増加する可能性があることにご注意ください。したがって、最適な頻度は、

システムの具体的な要件と機能によって異なります。

詳細については、Nutanix Database Automation (NCP-DB)の学習ドキュメントを参照してくださ
い。
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質問: 72
管理者は、21:50の時点からソースデータベースを復元する必要がありますが、復元オプション
は使用できません。

この事態を説明できるものは何でしょうか?

A.時点は最新の範囲内である必要があります。
B.選択された復元時刻は使用できません。
C.スナップショットオプションに変更します。
D.最初にログのバックアップを実行する必要があります。
正解: D (コメントを発表する)
提供された図は、2024年10月31日のNDB Time Machine復元インターフェースを示しており、21
時50分にポイントインタイム（PIT）復元オプションが選択されています。しかし、質問で示されて
いるように、復元オプションは利用できません。図には、「バックアップするログ：データベースに

は追加のログが含まれている可能性があります。復元前に残りのログをバックアップしてくださ
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い。そうしないと、ログは失われます。」という警告が含まれています。これは、PIT復元には継続

的なログ保持が必要であり、最後のスナップショット（

01:10:00などの時点がバックアップされていない場合、21:50へのリストアは続行できません。
「Logs to Backup」操作を実行すると、すべてのトランザクションログが確実に取得され、NDBが

目的の時点までログを再生できるようになるため、PITリストアが可能になります。

質問: 73
NDBユーザーインターフェイスはどの言語オプションを表示できますか?
A.韓国語
B.日本語
C.フランス語
D.ドイツ語
正解: (正解を表示します)
NDBユーザーインターフェースは、英語、中国語、日本語など複数の言語をサポートしています。
NDB設定ページで言語（pReference:）を変更できます。NDBユーザーインターフェースは現在、韓
国語、フランス語、ドイツ語をサポートしていません。

質問: 74
管理者は、SQL Serverシングルノードデータベースサーバー VMを NDBに登録する必要があ
ります。

管理者がこのタスクを完了する前に、どのような条件が満たされている必要がありますか?
A.データベースファイルはWindows OSブートドライブに存在する必要があります。
B.指定されたログインアカウントは、sysadminロールのメンバーである必要があります。
C. SQLサービスアカウントにはマウントポイントに対する読み取り権限が付与されません。
D. SQL Serverインスタンスはシングルユーザーモードである必要があります。
正解: B (コメントを発表する)
SQL Serverシングルノードデータベースサーバー VMを NDBに登録する前に、このタスクで
使用するログインアカウントが sysadminロールのメンバーである必要があります。これによ
り、SQL Serverインスタンスの管理に必要な権限が確保されます。

質問: 75
外部アプリケーションが Eraへの API呼び出しを行うために使用できる 2つのポートはどれで
すか? (2つ選択してください。)
A. 9443
B. 443
C. 8443
D. 9440
正解: (正解を表示します)
Nutanix Eraは、自動化と外部アプリケーションとの統合のためのAPIエンドポイントを提供する
データベース管理システムです。これらのAPI呼び出しは、セキュリティ保護のため通常HTTPS経
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由で行われ、HTTPSの標準ポートは443と9440です。実際に使用されるポートは、Nutanix Eraシ
ステムの特定の構成によって異なる場合がありますのでご注意ください。正確な情報について

は、システムのドキュメントを確認するか、システム管理者に問い合わせることをお勧めします。

質問: 76
管理者は、ユーザーグループに Eraに新しい VLANまたは IPプールを追加する機能を提供した
いと考えています。

管理者はこのグループにどのような最小限の役割を割り当てる必要がありますか?
A.スーパー管理者
B.データベース管理者
C.インフラストラクチャ管理者
D.データベースインフラストラクチャ管理者
正解: (正解を表示します)
Nutanix Eraでは、新しいVLANまたはIPプールを追加する権限は通常、インフラストラクチャ管理
者のロールに関連付けられています。このロールには、VLANやIPプールの作成を含むネットワー
ク構成の管理に必要な権限が付与されます。具体的な権限は、組織の具体的な構成やポリシーに

よって異なる場合があることにご注意ください。

有効的なNCP-DB-6.10問題集はJPNTest.com提供され、NCP-DB-6.10試験に合格することに役
に立ちます！JPNTest.comは今最新NCP-DB-6.10試験問題集を提供します。JPNTest.com
NCP-DB-6.10試験問題集はもう更新されました。ここでNCP-DB-6.10問題集のテストエンジン
を手に入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/NCP-DB-6.10-mondaishu

「267問、３０％ディスカウント、特別な割引コード: JPNshiken」

質問: 77
管理者は Era IJIを使用してデータベースクローンをどのように作成すればよいですか?
A.データベース、クローン、クローンの作成を選択します。
B.データベース、ソースを選択し、ソースデータベースを選択して、クローンの作成を選択しま
す。

C. Time Machinesを選択し、ソースデータベースエンドを選択してから、クローンの作成を選択
します。

D.データベースサーバー VMを選択し、データベースサーバー VMを選択してから、クローンの
作成を選択します。

正解: (正解を表示します)
Nutanix Database Automation (NCP-DB)では、Time Machine機能を使用してデータベースを保
護し、データベースのクローンを作成します。Eraインターフェースを使用してデータベースのク
ローンを作成するには、管理者は「Time Machine」を選択し、ソースデータベースを選択して、「ク
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ローンの作成」を選択します。このプロセスにより、管理者は特定の時点におけるソースデータ

ベースのコピーを作成できます。

質問: 78
NDBでは、データベースクローンを作成するときに使用できる Time Machineオプションは 2
つありますか? (2つ選択してください。)
A.時点
B.復元ポイント
C.バックアップ
D.スナップショット
正解: A,D (コメントを発表する)
正解はAとDです。これらは、NDBでデータベースクローンを作成する際に利用できる2つのTime
Machineオプションです。「Point in Time」オプションでは、日時を指定して、データベース履歴の

特定の時点からクローンを作成できます。「Snapshot」オプションでは、以前に取得したスナップ

ショットを選択して、データベースの一貫性のある状態からクローンを作成できます。

選択肢Bは不正解です。「復元ポイント」はTime Machineのオプションではなく、ユーザーがソース

データベースを過去の時点に復元できる機能です。選択肢Cは不正解です。「バックアップ」はTime

Machineのオプションではなく、ユーザーがデータベースをリモートの場所にバックアップでき
る機能です。

質問: 79
NDBサーバー、NDBエージェント、および NDBデータベースエージェントが REST API呼び出
しを介して登録されたクラスターと通信できるようにするには、どのポートを開く必要がありま

すか?
A. 2009
B. 3205
C. 3260
D. 9440
正解: (正解を表示します)
NDBサーバー、NDBエージェント、およびNDBデータベースエージェントが登録済みクラスタと
REST API呼び出しを介して通信できるようにするには、ポート2009を開く必要があります。この
ポートは、NDBコンポーネントがNutanixクラスタ（Prism ElementやPrism Centralなど）との
RESTful通信（プロビジョニング、監視、管理などの操作）を容易にするために使用されます。この
ポートへのトラフィックを許可する適切なファイアウォール構成は、NDBとクラスタの統合の前
提条件です。

質問: 80
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管理者は、Oracle Clusterデータベースをプロビジョニングする際に、管理メニューからNDBに追
加された新しいVLANを利用できるようにする必要があります。プロビジョニングのために新し
いVLANを公開するには、何をする必要がありますか？
A. Prism Elementで新しい VLANを作成し、NDBで検出します。
B.新しい VLANを含めるようにネットワークプロファイルを更新します。
C. Prism Elementを新しい VLANで更新し、NDBで検出します。
D.新しい VLANを使用して新しいネットワークプロファイルを作成します。
正解: B (コメントを発表する)
ネットワークプロファイルは、NDBでデータベースサーバーVMをプロビジョニングするために
使用されるネットワーク設定の集合です。ネットワークプロファイルには、1つ以上のVLAN、IPア
ドレス範囲、DNSサーバーを含めることができます。Oracleクラスタデータベースのプロビジョ
ニング時に新しいVLANを使用できるようにするには、ネットワークプロファイルを更新して新
しいVLANを含める必要があります。これは、既存のネットワークプロファイルを編集するか、新
しいVLANを含む新しいネットワークプロファイルを作成することで実行できます。NDBはAHV
で設定されたVLANを検出できるため、Prism ElementでVLANを作成または更新する必要はあり
ません。

質問: 81
添付資料を参照してください。OEL79およびOracle 19c上でASMLIBをテストするために、新しい
Oracle SIHA DBとVMをプロビジョニングするリクエストを受け取りました。プロビジョニング
ワークフローを確認すると、ASMドライバーのドロップダウンにはASMFDのみが表示されます。
要求された SIHA DBおよび DB VMを ASMLIBでプロビジョニングするには何が必要ですか?
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A.ソフトウェアプロファイルを更新して、ASMLIBドライバーを含めます。
B. NDBサーバーに ASMLIBをインストールします。
C. NDBドライバー構成を更新して、Oracle用の ASMLIBを有効にします。
D.データベースサーバーに ASMLIBをインストールします。
正解: (正解を表示します)
Nutanix Database Automation (NCP-DB)のコンテキストにおいて、新しい Oracle SIHA DBおよ
び VMをプロビジョニングする際に、ASMドライバードロップダウンに ASMFDしか表示され
ない場合は、現在のソフトウェアプロファイルに ASMLIBが含まれていないことを示していま
す。要求された SIHA DBおよび DB VMを ASMLIBでプロビジョニングするには、ソフトウェア
プロファイルを更新して ASMLIBドライバーを含めることが不可欠です。この操作により、プロ
ビジョニングワークフロー中に ASMドライバードロップダウンのオプションとして ASMLIB
が有効になります。

質問: 82
ESXi上の Era VMに静的 IPアドレスを割り当てるにはどのコマンドを使用できますか?
セット

era-server > era
era-server >
管理者は、Oracle Database Server VMを Eraに登録しようとしています。
どの依存関係を満たす必要がありますか?
A. SUDO NOPASSアクセスが必要です
B.ソースデータベースでreQUIREetty設定を有効にする
C. /TEMPフォルダには読み取り専用権限が必要です
D.パスを設定 = /sbin:/bin:/usr/sbin:/usr/bin
正解: A (コメントを発表する)
Nutanix Database Automation (NCP-DB)で Oracle Database Server VMを Eraに登録するには、
いくつかの条件を満たす必要があります。その一つとして、SUDO NOPASSアクセスが必要で
す。これにより、Eraサービスは Oracle Database Server VM上で必要な操作を実行できま
す。ESXi上の Era VMに静的 IPアドレスを割り当てるには、vSphere Clientを使用して静的 IP
設定を構成することができます。ただし、これは Oracle Database Server VMを Eraに登録する
こととは直接関係ありません。これらの回答は、2021年の最終更新時点で入手可能な情報に基づ
いており、最新の Nutanix Database Automation (NCP-DB)ドキュメントまたはリソースで検証
する必要がある場合があることにご注意ください。

質問: 83
ソースデータベースのトランザクションログがログにコピーされる前に一時的に保存されるの

に使用されるものは何ですか。

A.データベースエージェント
B. NDBドライブ
C.タイムマシン
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D. NDBプロファイル
正解: A (コメントを発表する)
データベースエージェントは、ソースデータベースのトランザクションログをログにコピーする

前に一時的に保存するために使用されます。これは、データベース操作におけるデータの整合性

とリカバリを確保するために不可欠なコンポーネントです。

質問: 84
管理者は、記憶域スペースにプロビジョニングされたデータベースを復元する必要があります。

仮想ディスクは複数のデータベースで共有されています。

どの復元方法がサポートされていますか?
A. NDB GUIによるディスクベースのリストア
B. NDB CLI経由のディスクベースのリストア
C. NDB GUI経由のコピーベースのリストア
D. NDB CLI経由のコピーベースのリストア
正解: (正解を表示します)
記憶域スペース上にプロビジョニングされたデータベースを復元する場合、特に仮想ディスクが

複数のデータベース間で共有されている場合、NDB GUIを使用したコピーベースの復元がサポー
トされています。この方法により、共有ストレージ環境に適した、正確かつ制御された復元プロセ

スが可能になります。

質問: 85
管理者は、最近障害が発生したOracleデータベースの復旧を任されました。管理者はデータベース
を前日の状態に復旧する必要があります。使用可能な復旧オプションを2つ選択してください。
A.最新の利用可能な時間
B.スナップショット
C.末尾ログのバックアップ
D.時点
正解: (正解を表示します)
正解はBとDです。これらは、Nutanix Eraを使用してOracleデータベースを前日の状態に復元する
ために使用できる2つの復元オプションです。スナップショットとは、データベースからログとス
ナップショットを収集する分散ファイルシステムであるEra Time Machineに保存される、データ
ベースのポイントインタイムコピーです。ポイントインタイムとは、データベースに適用されて

いるSLAポリシーの保持期間内の特定の時点です。これらのオプションのいずれかを使用するこ
とで、管理者は前日の状態に対応するスナップショットまたはポイントインタイムを選択し、そ

こからデータベースを復元できます。その他のオプションは、Nutanix Eraで使用できる復元オプ
ションではないため、不正解です。オプションAは不正解です。「Most Recent Time Available（最新

の利用可能な時間）」は復元オプションではなく、最新のスナップショットまたはログバックアッ

プからデータベースのクローンを作成するクローンオプションであるためです。オプションCは
不正解です。「Tail Logs Backup（ログの追跡）」は復元オプションではなく、SLAポリシーによって
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バックアップされていないデータベースのトランザクションログを取得するバックアップオプ

ションであるためです。

質問: 86
ソフトウェアプロファイルから省略されるディスクはどれですか?
A.システムページファイル
B. SQLインストール
C.ユーザーデータベース
D.システムデータベース
正解: (正解を表示します)
Nutanix Database Automation (NCP-DB)コースによると、ソフトウェアプロファイルとは、デー
タベースエンジンのバージョン、エディション、機能、パラメータなどの構成を定義するテンプ

レートです。また、データベースのインストールに必要なディスクレイアウト（各ディスクのサイ

ズ、タイプ、マウントポイントなど）も指定します。ただし、システムページファイルディスク

は、データベースサーバー VMのメモリサイズに基づいて NDBサービスによって自動的に作成
されるため、ソフトウェアプロファイルには含まれていません。その他のオプションは、データ

ベースの運用とパフォーマンスに不可欠なため、ソフトウェアプロファイルに含まれています。

質問: 87
NDBアラート保持機能に関して正しい記述はどれですか?
A. NDBはアラートの保持をグローバルにサポートします。
B. NDBは個別のポリシーでの保持をサポートします。
C. NDBはグループ化されたポリシーでの保持をサポートします。
D. NDBは登録されたクラスターでの保持をサポートします。
正解: A (コメントを発表する)
NDBアラート保持機能により、データベース管理者はNDBアラートがNDBインスタンスに保存さ
れ表示される期間を設定できます。NDBアラート保持機能はアラートのグローバル保持をサポー
トしており、ソースクラスタ、ポリシー、またはオペレーションに関係なく、NDBインスタンスに
よって生成されるすべてのアラートに同じ保持期間が適用されます。データベース管理者は、ア

ラート保持期間を1日から365日まで設定することも、アラートを無期限に保持することもできま
す。NDBアラート保持機能は、ストレージスペースとNDBアラートの可視性の管理に役立ちます。
NDBアラートの保持機能は、個々のポリシー、グループ化されたポリシー、または登録されたクラ
スタレベルでの保持をサポートしていません。NDBアラートの保持機能はすべてのアラートに均
一に適用され、データベース管理者がポリシーやクラスタごとに異なる保持期間を指定すること

はできません。

質問: 88
管理者は、Nutanix NDB上で稼働するOracleデータベースのストレージをASMLibを使用して構成
しました。管理者はデータベースのサイズを拡張したいと考えています。データベースのサイズ

を最も効率的に拡張するには、どうすればよいでしょうか？
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A. NDBに組み込まれたスケーリング機能を活用して、既存の vDiskのサイズを変更します。
B.新しい vDiskを追加してサイズを拡張します。
C.新しい、より大きなデータベースを作成して移行します。
D. iSCSI LUNをマウントし、データベースを新しい LUNに拡張します。
正解: A (コメントを発表する)
Nutanix NDB上で稼働し、元々ASMLib（自動ストレージ管理ライブラリ）を使用して構成された
Oracleデータベースのサイズを管理者が拡張する必要がある場合、最も効率的なアプローチ
は、NDBに組み込まれたスケーリング機能を使用して既存のvDiskのサイズを変更することで
す。NDBは、データベースVMに関連付けられた仮想ディスク（vDisk）の動的なサイズ変更をサ
ポートしているため、管理者はデータベースを中断したり複雑な移行を行ったりすることなく、ス

トレージ容量を増やすことができます。この方法は、Nutanixのストレージ統合を活用し、基盤と
なるvDiskのサイズを変更し、新しいサイズを反映するようにASMLib構成を更新することで、シー
ムレスな運用を実現します。

質問: 89
管理者はNDB管理プレーンコンポーネントを配布する必要があります。同じL2ネットワーク上に
どのNDB HA VMを展開する必要がありますか？
A. NDBエージェント
B. APIサーバー
C.リポジトリVM
D. HAプロキシ VM
正解: (正解を表示します)
NDB高可用性 (HA)は、APIサーバー、リポジトリ VM、NDBエージェントなどの NDB管理プ
レーンコンポーネントの可用性と信頼性を確保する機能です。NDB HAを有効にするには、NDB
サーバー VMと同じ L2ネットワーク上に少なくとも 3台の HAプロキシ VMをデプロイする必
要があります。HAプロキシ VMは、NDB管理プレーンコンポーネントのロードバランサおよび
ヘルスモニターとして機能し、NDB APIおよび UIにアクセスするための単一のエンドポイント
も提供します。

質問: 90
Nutanix AOSのどのストレージテクノロジーにより、Time Machineは最小限のスペース使用量
で複数のスナップショットを効率的に維持できるようになりますか?
A. RAID 10データストライピング
B.消失訂正符号
C.リダイレクトオンライト（ROW）スナップショット
D.同期レプリケーション
正解: (正解を表示します)
Nutanix AOSは Redirect-on-Write (ROW)スナップショットを使用するため、NDB Time Machine
はデータセット全体をコピーせずに頻繁にスナップショットを作成でき、時間とスペースを大幅

に節約できます。

https://www.jpnshiken.com/q/66967-6186839/
https://www.jpnshiken.com/q/66967-6186840/
https://www.jpnshiken.com/q/66967-6186841/


質問: 91
図を参照してください。図に示されているアカウントを持つ管理者が、新しいデータベース管理

者をローカルユーザーとしてNDBに追加しようとしていますが、タスクを完了できません。
この問題の原因として最も可能性が高いものは何でしょうか?

A.管理者はスーパー管理者アカウントでログインしています。
B.スーパー管理者アカウントには電子メールアドレスが必要です。
C.管理者はデータベース管理者アカウントでログインしています。
D.ドメイン管理者グループのユーザーのみがローカルユーザーを作成できます。
正解: (正解を表示します)
添付資料によると、管理者はデータベース管理者アカウント (bsmith@ntnxlab.local)でログイン
していますが、このアカウントにはNDBにローカルユーザーを作成する権限がありません。「ユー

ザータイプ」列に示されているように、この権限を持つのはスーパー管理者アカウント (bsmith)

のみです。

したがって、管理者はログアウトし、スーパー管理者アカウントで再度ログインして、新しいデー

タベース管理者をローカルユーザーとして NDBに追加する必要があります。

有効的なNCP-DB-6.10問題集はJPNTest.com提供され、NCP-DB-6.10試験に合格することに役
に立ちます！JPNTest.comは今最新NCP-DB-6.10試験問題集を提供します。JPNTest.com
NCP-DB-6.10試験問題集はもう更新されました。ここでNCP-DB-6.10問題集のテストエンジン
を手に入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/NCP-DB-6.10-mondaishu

「267問、３０％ディスカウント、特別な割引コード: JPNshiken」

質問: 92
管理者は、すべてのロールの情報と、各ロールに割り当てられているユーザーの数を表示したい

と考えています。この情報を表示するには、ユーザーはどのロールに属している必要があります

か?
A.データベースインフラストラクチャ管理者
B.データベース管理者
C.インフラストラクチャ管理者
D.スーパー管理者
正解: (正解を表示します)
NDB内のすべてのロールと、各ロールに割り当てられているユーザー数に関する情報を表示する
には、スーパー管理者ロールに属している必要があります。このロールには、NDB GUIの「ユー

ザーとロール」セクションへのアクセスを含む完全な管理権限が付与され、ロールの割り当てと
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ユーザー数を確認できます。下位層のロール（例：データベースインフラストラクチャ管理者、

データベース管理者、インフラストラクチャ管理者）は権限が制限されており、この包括的なロー

ル/ユーザーの概要にアクセスできません。

質問: 93
管理者は NDBにストレッチ VLANを追加しています。
どの VLANタイプがこのタスクを満たすでしょうか?
A. NDBで管理されていないVLANのみ
B. NDBで管理される静的VLANのみ
C.動的VLANのみ
D.静的VLANと動的VLANの両方
正解: (正解を表示します)
管理者は、静的VLANまたは動的VLANのいずれかを使用して、NDBにストレッチVLANを追加でき
ます。ストレッチVLANは、複数のNutanixクラスタにまたがるVLANであり、NDBで管理される
データベースが異なるクラスタ間で通信および移行できるようにします。静的VLANは、管理者が
手動で構成し、データベースサーバーVMとデータベースに割り当てるVLANです。動的VLAN
は、Nutanix Calmオーケストレーションサービスを使用して、NDBインスタンスによって自動的
に構成され、データベースサーバーVMとデータベースに割り当てられるVLANです。クラスタ全
体で同じVLAN IDとネットワーク構成を持つ限り、静的VLANと動的VLANの両方を使用してNDB
にストレッチVLANを作成できます。
管理者は、NDBで管理されていないVLANのみを使用して、NDBにストレッチVLANを追加するこ
とはできません。NDBで管理されていないVLANとは、Nutanix Prism Webコンソールなどのツー
ルを使用して、NDBインスタンスの外部にあるデータベースサーバーVMおよびデータベースに
設定および割り当てられたVLANです。NDBで管理されていないVLANは、NDBインスタンスに
よって認識または制御されないため、NDBにストレッチVLANを作成するために使用することは
できません。

質問: 94
管理者は、Oracle Database Server VMにパッチを適用し、Gridホームに十分なストレージ領域が
割り当てられていることを確認する必要があります。

このタスクを完了する前に、Gridホーム用に最低限どれだけのスペースが必要ですか?
A. 5 GB
B. 10GB
C. 15GB
D. 20GB
正解: B (コメントを発表する)
Oracle Database Server VMにパッチを適用する際は、Gridホームに十分なストレージ容量が割り
当てられていることを確認することが重要です。ストレージ制約なしにパッチ適用プロセスを実

行するには、最低10GBの容量が必要です。
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質問: 95
管理者は、5日間のタイムトラベル機能（秒単位）に加え、さらに7日間の個別リカバリを毎日維持
する必要があります。管理者はSLAにおいて、頻度と保持期間をどのように定義すべきでしょう
か？

A. -継続的なログ保存期間（日数）: 7
-毎日のスナップショットの保持期間（日数）: 5
B. -継続的なログ保存期間（日数）: 5
-週次スナップショット保持期間（週）: 1
C. -週次スナップショット保持期間（週）: 1
-連続ログ保存期間（日数）: 7
D. -日次スナップショット保持期間（日数）: 7
-連続ログ保存期間（日数）: 5
正解: (正解を表示します)
正解は Dです。これは、5日間の任意の秒へのタイムトラベル機能と、さらに 7日間の毎日の間隔
での個別回復を維持するという要件を満たしているからです。

継続的なログ保持では、管理者は指定された日数内の任意の時点にデータベースを復元できま

す。一方、スナップショット保持では、管理者は一定の間隔で特定の時点にデータベースを復元で

きます。したがって、日次スナップショット保持を7日間に設定することで、管理者は曜日ごとに
個別のリカバリポイントを確保できます。継続的なログ保持を5日間に設定することで、管理者は
過去5日間の任意の時点へのタイムトラベル機能を確保できます。その他のオプションは、継続的
なログ保持期間が5日間未満、またはスナップショット保持期間が7日間未満であるため、要件を
満たしていません。

質問: 96
管理者がソースデータベースのサイズを確認する 2つの場所はどこですか? (2つ選択してくだ
さい)
A.ソースデータベースの Eraダッシュボードデータベースサマリーテーブル上。
B.データベースサーバー VMS >データベースの概要リストページの容量ウィジェットの下。
C.データベース >ソーステーブル。
D.割り当てられた DBパラメータプロファイルの [プロファイル] > [データベースパラメータ]
リスト。

正解: A,C (コメントを発表する)
オプションA: Eraダッシュボードの「ソースデータベース」の「データベース概要テーブル」。ダッ

シュボードには、データベースの概要（サイズを含む）が表示されます。

オプションC:「データベース」>「ソース」テーブル。このテーブルには、データベースのサイズな

ど、データベースに関する詳細情報が表示されます。
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有効的なNCP-DB-6.10問題集はJPNTest.com提供され、NCP-DB-6.10試験に合格することに役
に立ちます！JPNTest.comは今最新NCP-DB-6.10試験問題集を提供します。JPNTest.com
NCP-DB-6.10試験問題集はもう更新されました。ここでNCP-DB-6.10問題集のテストエンジン
を手に入れます。最新版のアクセス、https://www.jpntest.com/shiken/NCP-DB-6.10-mondaishu

「267問、３０％ディスカウント、特別な割引コード: JPNshiken」
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